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研究成果の概要（和文）：本研究では、芸術と科学という二つの文化[スノー, 1964]の接点の一つとして、音響
測定設備としての無響室を音を聴取する空間として捉え、その特有の音響空間内において、マイクロフォンやス
ピーカによる音の増幅や、コンサートホールのような残響の付加に頼らず直接的に音を聴取する体験を設計し
た。歴史的な調査と、現代の作家との対話を踏まえ、“物体の振動としての音と、その空間、およびそこで起き
る出来事との関わり合い[畠中, 2003]”、を作品として具現化した。作品の展示・演奏としての提示により、そ
の芸術的な意義を確認すると共に、科学的な検証を通じて技術的な発展への糸口を探った。

研究成果の概要（英文）：In this research, as one of the interfaces between the two cultures [Snow, 
1964],  we consider the anechoic chamber as a listening space for sound instead of an acoustic 
measurement facility. Within this unique acoustic space, the sound is directly heard without 
reverberation, like in a concert hall or amplification of sound by microphones or speakers. Based on
 historical research and conversations with contemporary artists, we embodied "the relationship 
between sound as a vibration of an object, its space, and the events that take place there 
[Hatanaka, 2003]". By presenting the works, we confirmed their artistic significance and explored 
clues to their technical development through scientific verification.

研究分野：メディア・アート
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はその実施にあたり特にその初年度並びに2年目にCOVID-19の影響を多大に受けた。しかし，結果として
行った作品の制作及び提示の手法の再検討により，本研究の主題である芸術と科学という二つの文化の接点，に
ついての考察を深めることができた。さらに期間を延長して実施した研究の後半では，当初の研究対象である無
響室における実践にとどまらず広く音を聴取する空間における共同制作を実施し、その成果を一般に公開するこ
とができた。以上の成果は，国内外での学会発表や学術論文の執筆を通じて学術的に取りまとめることができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１. 研究開始当初の背景 
 
スノーによる芸術と科学という二つの文化への指摘から半世紀が経過した現在においても、
日本において未だ文系と理系という言葉が一般的に用いられているように、両者の分離は
解消されていない。一方、その数は少ないものの、アーティストとエンジニア/科学者の協
働を基本的な運動理念とした E.A.T. (Experiments in Art & Technology )や、The museum 
of science, art, and human perception と名乗る Exploratorium、“ともに作り、ともに学
ぶ”という活動理念を持つ山口情報芸術センター[YCAM]といった組織においては、これら
芸術と科学との接触による多様な創造の機会が生み出されている。本研究は、それら二つの
文化の接触による創造の系譜の継承を試みるものであり、やはり半世紀前に「技術の人間化」
を掲げて設立された九州芸術工科大学の理念を引き継ぐ現所属先において、現代の作家と
の対話と歴史的な調査を踏まえ、音を聴取する体験を設計しようとする、その学術的な意義
は大きい。  
 
２．研究の目的 
 
本研究では、芸術と科学という二つの文化[スノー, 1964]の接点の一つとして、音響測定設
備としての無響室を音を聴取する空間として捉え、その特有の音響空間内において、マイク
ロフォンやスピーカによる音の増幅や、コンサートホールのような残響の付加に頼らず直
接的に音を聴取する体験を設計する。音と空間に関わる芸術的および科学的な試みに対す
る歴史的な調査と、現代の作家との対話を踏まえ、“物体の振動としての音と、その空間、
および、そこで起きる出来事との関わり合い[畠中, 2003]”、を作品として具現化する。作品
の展示・演奏としての提示により、その芸術的な意義を確認すると共に、科学的な検証を通
じて技術的な発展への糸口を探る。芸術と科学の二つの側面から、音を聴取する、というこ
との意味を問い直すこの試みを通じて、それら二つの文化の接触から生み出される創造の
可能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、二つの文化の接点としての音を聴取する体験の設計として、研究年度ごとに一
作品を制作し、その芸術的な意義の確認と科学的な検証を行うことを予定していた。初年度
には、A. 無響室における声、次年度には、B. 無響室における物音、最終年度には、C. 無
響室における知覚、に焦点をあてた作品の制作を予定していたが、COVID-19 の影響を多大
に受けたことによりその計画を修正し、作品の制作及び提示の手法の再検討ならびに、当初
の研究対象である無響室における実践にとどまらず、広く音を聴取する空間における共同
制作を実施することとした。これら音と空間に関わる芸術的および科学的な試みに対する
歴史的な調査を踏まえた作品の制作にあたっては、これまでにメディア・テクノロジーを活
用した数々の作品の制作・発表を行っている共同研究者との協働のもと、芸術性を担保した
展示・演奏としての提示方法の検討を行う。以上の成果は、展示・演奏会として、一般に公
開するとともに、国内外での学会発表や学術論文の執筆を通じて学術的な取りまとめをお
こなう。 
 
４．研究成果 
 
以下研究年度毎の研究成果の概要を記す。 
 
初年度： 
研究初年度には、1. 無響室における声に焦点をあて、当該の実践を行っている現代の作家
との共同制作を開始した。制作の中では、作家との複数回の対話を踏まえ、音と空間に関わ
る芸術的および科学的な試みに対する歴史的な調査を行うとともに、共同研究者との協働
のもと芸術性を担保した展示・演奏としての提示方法の検討と音響学的側面からの知見の
獲得をおこなった。あわせて、共同研究者を中心に関連学会などの視察を通じ音響学的側面
からの知見の獲得に務め、これまでに培ってきた各種音響技術の応用可能性を探った。研究
の実施に際しては、COVID-19 の影響により、本研究の主眼である、音を聴取する空間とし
ての無響室における作品の展示・演奏の実施が難しいため、音と空間に関わる芸術的および
科学的な試みに対する歴史的な調査を先行して実施するとともに、次年度以降に予定して
いる他の参加との対話をオンライン会議などの手段を通じて行うように計画を修正した。 
 
 



次年度： 
研究 2年目は COVID-19 の影響により研究が遅延していた 1. 無響室における声に焦点をあ
て、当該の実践を行っている現代の作家との共同制作を実施した。オンライン環境での作家
との複数回の対話と、緊急事態宣言の合間を縫った無響室での作品制作を通じて、特に声と
いう観点から、音を発し聴く、ということの意味を問い直す事ができた。あわせて、二つの
文化の接点に関わる関連事例の調査を行うとともに、声に関わる作品を中心にいくつかの
音を聴取する体験の試作を実施した。以上の内，学術的な成果は、国際会議・国内研究会に
おいて発表を行った他[Jo et al, 2020]，制作した作品についてその提示手法を検討した。
COVID-19 の影響を受けて、作品の制作及び提示の手法を再検討したが、その事自体に対し
て、本研究の主題である、芸術と科学という二つの文化の接点、という観点から興味深い知
見を得ることができた。さらに、関連する個別の実践について国内研究会にて発表した[吉
村,城,2021][イ,城,2021]。 
 
次次年度： 
研究 3年目となる本年は、研究 2年目に実施した。1. 無響室における声に焦点をあて現代
の作家との共同制作の結果を学術論文として取りまとめた他[Jo et al, 2021][Jo et al, 
2022]、無響室での実践に基づく劇場実験型のプロジェクトとして、2.「多元な音響空間」
の実現に向けた自動演奏楽器、入出力装置、および作曲・演奏法の開発に取り組んだ。あわ
せて、二つの文化の接点に関わる各種関連事例の調査を行うとともに、いくつかの音を聴取
する体験の試作を実施した。これらの成果は、国内外での学会、学外での公開実験、並びに
研究機関内で実施したコンサート（京都芸術劇場春秋座 2021 年度劇場実験Ⅰ｜GEISTー「多
元な音響空間」の実現に向けた自動演奏楽器、入出力装置、および作曲・演奏法の開発）に
おいて一般に向けて公開した。さらに、関連する個別の実践については国際会議や国内研究
会において発表した[Matsuura, Jo,2021][石井,城,2021] [松浦,城,2021]。 
 
最終年度： 
最終年度の研究では、前年度までに実施した、1. 無響室における声に焦点をあてた現代の
作家との共同制作、ならびに、2. 「多元な音響空間」の実現に向けた自動演奏楽器、入出
力装置、および作曲・演奏法の開発の成果を、学術論文として取りまとめた[Jo et al, 
2022][石川, 2023][城, 2023a] [城, 2023b]。 
この内、1. 無響室における声に焦点をあてた作品《Naku》は、無響室の中で行われたラッ
パーによるパフォーマンスである。即興的かつ一過性の声の文化 [オング, 1991]という観
点から、無響室という響きのない空間において、人間の身体から直接出てくるものとしての
声を、どのように聴取する/させるのか、を検討した。テキストを「読む」のではなく、ラ
ッパーのフリースタイルなパフォーマンスにおける思考そのものから直接音（＝声）を抽出
することで、無響室における音の「干渉」と「ダイナミクス」という 2つの欠損を確認する
ことができた。この作品の制作を通じて、ジョン・ケージによる無響室内で聞こえる 2つの
音という神話の再検討、言語の「口述性」（オラリティ）、ならびに二つの文化の接点として
の無響室の持つ可能性を見直すことができた。 
さらに研究内では、そのアプローチを、当初対象とした無響室から拡張し、各種関連事例を
踏まえ、3. 生物の鳴き声による創作楽器の制作[鷲尾，城，2022]、4. 観客の参加の意味を
改めて問い直すインスタレーション、5.予め吹き込まれた音響のないレコードの再検討、を
はじめとした実践へと拡張し、幅広い作品の制作を通じて、二つの文化の接点における音の
あり方を探究した。以上の成果は、国内外での学会発表や展覧会（POCHEN Biennale 2022 – 
The (New) Measuring of the World，「木、紙、金属、磁器 – 予め吹き込まれた音響のない
レコード Wood, Paper, Metal, and Porcelain – A record without prior acoustic 
information –」）を通じて広く一般に向けて公開している。 
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